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一
　

編
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会
だ

よ
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編
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阜
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安
八

郡
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八
町

氷
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「
あ

ん
ぱ

ち
 議

会
だ

よ
り

」
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

本
紙

に
個

人
の

顔
写

真
・

氏
名

な
ど

を
掲

載
す

る
場

合
に

は
あ

ら
か

じ
め

本
人

ま
た

は
保

護
者

か
ら

の
了

解
を

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
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“ 火 の 用 心 ”

　
　　　的

まと

めがけ　　　　　　　　　　　
　　　　協力して放水する
　　　　　結小少年消防クラブ員たち

１月６日　消防出初式（役場南駐車場）

2019
 ２

ぼくたちも一役！！



　

平
成
31
年
４
月
か
ら
結
支
所
廃
止
に
よ

り
、
証
明
書
交
付
事
務
が
結
郵
便
局
へ
委

託
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
全
保
育
園
を
認
定

こ
ど
も
園
に
移
行
し
、
教
育
的
要
素
が
取

り
入
れ
ら
れ
ま
す
。
犯
罪
被
害
者
等
支
援

条
例
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

条
例
改
正
・
補
正
予
算
等
を
承
認　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
30
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
５
日
か

ら
14
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
人
事
案
件
、
２

８
７
３
万
円
を
追
加
す
る
平
成
30
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
、
認
定
こ
ど

も
園
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
、
議
員
報
酬
や
特
別
職
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
和
解
お
よ
び
損

害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
、
特
定
の
事
務
を

取
り
扱
う
郵
便
局
の
指
定
、
追
加
議
案
と
し
て

町
長
の
専
決
処
分
事
項
の
指
定
、
工
事
請
負
契

約
の
締
結
の
12
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
関
係
、
補
正
予
算
、
和
解
お
よ
び
損
害

賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
、
郵
便
局
の
指
定
議

案
は
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
の
上
、

最
終
日
に
原
案
ど
お
り
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
再
任
を
同
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

大
山
正
行
委
員
（
城
在
住
）
の
任
期
満
了
に

つ
き
、
同
氏
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
33
年
12
月
23
日
ま
で
の
３
年

間
で
す
。

・
平
成
30
年
度
補
正
予
算
を
承
認

・
全
保
育
園
を
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行

・
県
道
間
ア
ク
セ
ス
道
路
工
事
契
約
締
結

・
証
明
書
交
付
事
務
を
結
郵
便
局
で

12月5日～14日

平成３１年度から認定こども園へ移行

定  例  会
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平成３１年度から認定こども園へ移行県道間アクセス道路工事の位置図

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

町
と
し
て
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
を
行
う
こ

と
で
、
町
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
が
目
的
で
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

認
定
こ
ど
も
園
の
設
置　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら
町
内
の
全
保
育
園

が
認
定
こ
ど
も
園
に
な
り
ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
と
は
、
教
育
と
保
育
を
一
体

的
に
提
供
す
る
施
設
で
、
幼
稚
園
と
保
育
園
の

両
方
の
良
さ
を
併
せ
持
つ
施
設
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
定
の
事
務
を
取
り
扱
う
郵
便
局
の
指
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

安
八
町
が
郵
便
局
を
指
定
し
、
委
託
す
る
こ

と
に
よ
り
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
結
郵
便
局
で

証
明
書
交
付
事
務
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

取
り
扱
う
証
明
書
の
交
付
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

・
戸
籍
お
よ
び
除
籍
の
謄
抄
本

　

・
税
務
関
係
の
証
明
書

　

・
住
民
票
の
写
し
や
記
載
事
項
証
明
書

　

・
戸
籍
の
附
票
の
写
し

　

・
印
鑑
登
録
証
明
書　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

追

加

議

案

町
長
の
専
決
処
分
事
項
を
指
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
町
が
当
事
者
と
な
る
和
解
お
よ
び
調
停
で
、

そ
の
目
的
の
価
格
が
１
件
30
万
円
以
下
の
も
の

・
法
律
上
町
の
義
務
に
属
す
る
１
件
30
万
円
以

下
の
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

　

右
記
の
事
項
が
、
町
長
の
専
決
処
分
と
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

契
約
の
種
類
お
よ
び
工
事
金
額
に
つ
い
て
条

例
で
定
め
る
契
約
を
締
結
す
る
と
き
は
、
議
会

の
議
決
が
必
要
な
た
め
、
追
加
議
案
と
し
て
上

程
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
道
間
ア
ク
セ
ス
道
路
（
北
方
多
度
線
部
）

整
備
工
事

　

工
事
請
負
契
約
金
額　

１
億
６
９
５
６
万
円

　　　

県道北方多度線
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主

な

協

議

項

目

【
土
地
利
用
計
画
】

・
土
地
利
用
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

企
業
誘
致
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
県
道
間
ア
ク
セ
ス
道
路
（
北
方
多
度

線
部
）
整
備
計
画
】

・
第
１
工
区
（
北
方
多
度
線
接
続
部
か

ら
名
神
高
速
道
路
ま
で
の
区
間
）
の
主

な
工
事
は
盛
土
で
す
。

　

本
議
会
で
一
部
の
工
事
請
負
契
約
を

可
決
し
ま
し
た
。
工
期
は
平
成
30
～
31

年
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
第
２
工
区
（
北
方
多
度
線
接
続
部
北

側
）
は
平
成
32
～
33
年
度
に
整
備
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

・
第
３
工
区
（
北
方
多
度
線
接
続
部
の

盛
土
、道
路
構
造
物
設
置
お
よ
び
舗
装
）

は
平
成
34
～
35
年
度
に
整
備
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
36
年
3
月
末
完
成
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

特
別
委
員
会
審
査
報
告

【
議
会
報
告
会
】

　

議
会
報
告
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た

結
果
、
来
年
度
も
開
催
す
る
こ
と
で
決
定
し
ま

し
た
。
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
は
、
次
回
の

委
員
会
で
協
議
し
ま
す
。

　

若
い
人
の
議
会
報
告
会
の
参
加
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
検
討
課
題
と
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
、『
以
前
は
議
会
に
つ
い
て
ま
っ

た
く
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
議
会
報
告
会
が
開

催
さ
れ
、
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
議
会
に

つ
い
て
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
』
と
い
う
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　【
議
案
の
議
員
賛
否
の
公
表
】

　

議
案
の
賛
否
が
分
か
れ
た
場
合
に
、
そ
の
都

度
、
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
長
が
提
案
し
、
協

議
し
ま
す
。

【
12
月
５
日 

午
前
11
時
10
分
か
ら
開
催
】

議
会
改
革

安八スマートIC周辺整備と予定

平
成
29
年
度
（
平
成
30
年
度
繰
越
）

・
水
道
管
理
棟
兼
配
水
ポ
ン
プ
場
新
設
工
事

を
行
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
度

・
水
道
配
水
場
の
機
械
工
事
お
よ
び
電
気
工

事
、
管
路
布
設
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
31
年
度

・
既
設
管
理
棟
撤
去
工
事
お
よ
び
配
水
池
築

造
・
配
管
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

平
成
32
年
度

・
場
内
整
備
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

水
道
配
水
場
更
新
事
業

工
事
経
過
と
予
定

水道排水場の管路布設工事
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主
な
質
問
と
回
答

認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す

る
条
例
制
定

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

●
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件
費

●
戸
籍
電
算
化
経
費　
　
　
　
　
　

３
万
円

●
国
民
年
金
シ
ス
テ
ム
改
修
費　
　

78
万
円

●
福
祉
医
療
事
務
経
費　
　
　

６
０
７
万
円

●
心
身
障
が
い
者
福
祉
事
務
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
７
８
７
万
円

●
地
域
自
立
支
援
事
業　
　
　

１
７
０
万
円

●
小
学
校
備
品
購
入
経
費　
　
　
　

12
万
円

●
中
学
校
備
品
購
入
経
費　
　
　
　

12
万
円

平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
２
号
）

●
一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費
８
０
０
万
円

特
定
の
事
務
を
取
り
扱
う
郵
便
局
の
指
定

※
審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り

　

承
認
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
審
査
報
告

【
12
月
6
日 

午
後
１
時
30
分
か
ら
開
催
】

民
生
文
教

主

な

審

査

項

目

【
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
】

Ｑ　

認
定
こ
ど
も
園
に
な
る
と
、
保

育
料
は
高
く
な
り
ま
す
か
。

福
祉
課
長
補
佐　

保
育
料
は
同
額
で

す
。
幼
稚
部
対
象
の
方
は
新
単
価
を

設
け
て
い
ま
す
。

Ｑ　

具
体
的
に
ど
う
な
り
ま
す
か
。

福
祉
課
長　

幼
稚
部
は
満
３
歳
以
上

で
、
9
時
か
ら
13
時
30
分
ま
で
で
す
。

13
時
30
分
以
降
も
保
育
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
別
途
料
金
が
か
か
り
ま

す
。

西南濃粗大廃棄物処理センターで職員から施設の概要の説明を聞く

【
保
育
士
の
資
格
】

Ｑ　

幼
稚
部
は
幼
稚
園
免
許
、
保
育

部
は
保
育
士
の
資
格
が
必
要
で
す
が
、

現
状
は
。

福
祉
課
長　

安
八
町
の
保
育
士
は
両

方
の
資
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。

【
認
定
こ
ど
も
園
の
認
可
手
続
き
】

Ｑ　

認
定
こ
ど
も
園
の
認
可
手
続
き

の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
は
。
平
成
31
年
4
月

1
日
の
開
園
に
間
に
合
い
ま
す
か
。

福
祉
課
長　

保
育
所
型
の
認
定
こ
ど

も
園
は
県
へ
の
届
出
に
な
り
、
す
で

に
提
出
し
て
い
ま
す
。
認
定
こ
ど
も

園
の
開
園
に
は
間
に
合
い
ま
す
。

【
電
子
化
に
よ
る
証
明
書
発
行
】

Ｑ　

電
子
化
で
機
械
を
設
置
す
れ
ば

証
明
書
が
発
行
で
き
ま
す
か
。

住
民
環
境
課
長　

コ
ン
ビ
ニ
等
の
端

末
機
（
機
械
に
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用

し
、自
分
で
操
作
し
発
行
す
る
も
の
）

で
発
行
で
き
ま
す
が
、
安
八
町
で
は

ま
だ
、
対
応
で
き
て
い
ま
せ
ん
。　

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率

は
全
国
で
12
％
、
安
八
町
で
は
８
％

で
す
。
普
及
が
進
ん
で
い
な
い
の
で
、

今
後
、
普
及
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

【
結
郵
便
局
に
委
託
す
る
特
定
事
務
】

Ｑ　

結
郵
便
局
で
事
務
を
取
り
扱
う

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
結
地
区
の
住

民
だ
け
で
す
か
。

住
民
環
境
課
長　

役
場
の
事
務
は
安

八
町
全
町
民
が
対
象
で
す
。
結
郵
便

局
の
事
務
も
全
町
民
が
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、
法
人
の
納
税
証
明
書
は

除
き
ま
す
。

ANPACHI
安八町  議会定例会
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主
な
質
問
と
回
答

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
制
定

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
改
正

常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

改
正

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
改
正

和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

●
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件
費

●
損
害
賠
償
金　
　
　
　
　
　
　
　

５
万
円

●
営
農
組
織
支
援
推
進
事
業　
　
　

49
万
円

●
工
場
等
設
置
奨
励
金　
　
　
　
　

21
万
円

※
審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り

　

承
認
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
審
査
報
告

【
12
月
7
日 

午
後
１
時
30
分
か
ら
開
催
】

総
務
産
建

主

な

審

査

項

目

【
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
】

Ｑ　

犯
罪
と
は
具
体
的
に
。

調
整
監　

人
の
生
命
又
は
身
体
を
害

す
る
罪
に
当
た
る
行
為
で
す
。
代
表

的
な
も
の
と
し
て
、
殺
人
や
傷
害
で

す
。

Ｑ　

申
請
に
締
切
や
時
効
は
あ
り
ま

す
か
。

調
整
監　

国
に
は
犯
罪
被
疑
者
の
給

付
金
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
支
援
に
関

す
る
法
律
が
あ
り
ま
す
。
支
給
を
受

け
る
権
利
は
、
２
年
間
行
わ
な
い
と

時
効
に
よ
り
消
滅
し
ま
す
。　

Ｑ　

対
象
者
は
、
安
八
町
民
で
す
か
。

ま
た
は
犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
場
所
で

す
か
。

総
務
課
長
補
佐　

町
民
で
あ
る
方
に

限
定
し
て
い
ま
す
。
他
市
町
村
の
方

が
、
安
八
町
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
場

合
、
住
所
を
有
す
る
市
町
村
で
支
援

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

県道間アクセス道路（北方多度線部）整備工事の説明を聞く（中地内）

【
民
間
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
】

Ｑ　

該
当
す
る
方
へ
の
点
検
結
果
の

通
知
は
。

建
設
課
長　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
所
有
者

が
在
宅
で
あ
れ
ば
、
立
ち
会
っ
て
い

た
だ
い
て
職
員
が
検
査
し
、
そ
の
場

で
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
不

在
の
場
合
に
は
、
点
検
結
果
を
ポ
ス

ト
等
に
投
函
し
通
知
し
ま
し
た
。

ANPACHI
安八町  議会定例会

【
道
路
の
陥
没
事
故
の
場
所
と
対
応
】

Ｑ　

道
路
の
陥
没
事
故
の
場
所
は
ど

こ
で
す
か
。
対
応
さ
れ
て
い
る
の
で

す
か
。

建
設
課
長　

場
所
は
役
場
の
東
側
道

路
と
ア
ン
ヒ
ル
パ
ー
ク
の
道
路
交
差

点
北
側
で
す
。
応
急
処
置
で
穴
埋
め

を
行
い
ま
し
た
が
、
雨
が
降
る
と
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
が
剥は

が
れ
や
す
い
の
で
、

そ
の
都
度
補
修
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
場
所
は
、
12
月
に
交
差
点
か

ら
東
へ
登
龍
中
学
校
に
向
か
っ
て
ふ

る
さ
と
農
道
を
本
舗
装
で
補
修
し
ま

す
。

　

ま
た
、
町
内
の
道
路
の
陥
没
は
、

職
員
が
通
勤
や
仕
事
で
道
路
を
走
行

中
に
陥
没
等
を
見
つ
け
た
ら
、
速
や

か
に
そ
の
場
所
を
建
設
課
に
報
告
す

る
体
制
に
し
ま
し
た
。
建
設
課
は
報

告
を
受
け
た
後
、
応
急
処
置
を
行
い

ま
す
。
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ま
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
ま
い
進
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

第
一
に
、
平
成
30
年
３

月
24
日
安
八
ス
マ
ー
ト
IC

の
供
用
開
始
を
起
爆
剤
と

し
て
、
我
が
町
の
安
定
し

た
財
政
基
盤
の
構
築
に
向

け
て
、
現
在
着
々
と
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
第
五
次
総
合
計

画
の
後
期
に
は
、
明
る
い

未
来
に
向
け
た
成
果
が
生

ま
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

第
二
に
、
水
道
事
務
所

な
ら
び
に
配
水
池
の
改
築

で
す
。
平
成
29
年
に
着
工

し
、
水
道
事
業
と
い
う
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
は
将

来
予
測
さ
れ
る
大
地
震
に

備
え
た
喫
緊
の
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
三
に
、
保
育
園
の
認

定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
で

す
。
平
成
31
年
４
月
よ
り
、

現
在
６
保
育
園
す
べ
て
が

認
定
こ
ど
も
園
化
さ
れ
、

従
来
の
保
護
者
の
方
々
か

ら
の
要
望
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

近
い
将
来
６
つ
の
こ
ど
も

園
は
、
行
政
施
設
の
ス
リ

ム
化
・
効
率
化
を
目
的
と

し
て
統
合
は
避
け
て
通
れ

な
い
課
題
で
す
。

　

堀
町
政
に
お
け
る
２
期

目
の
実
績
は
、
現
在
継
続

中
の
案
件
も
含
め
、
多
大

な
成
果
を
収
め
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
安
八
町
に
は
今

後
も
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
案
件
が
山
積
し
て
い
ま

す
。

　

第
五
次
総
合
計
画
の
後

期
４
年
間
も
引
き
続
き
町

政
に
身
を
置
き
、
粉
骨
砕

身
安
八
町
の
か
じ
取
り
を

し
て
い
た
だ
く
責
務
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

堀
町
長
の
３
期
目
に
向

け
て
の
意
欲
を
伺
い
ま
す
。

  　

  
現
在
、
安
八
町
は

成
長
へ
の
礎
と
な

る
極
め
て
重
要
な
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
広
く
、

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
信
託

い
た
だ
け
る
の
な
ら
ば
、

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
、

全
身
全
霊
を
懸
け
て
、
引

き
続
き
ま
ち
づ
く
り
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
３
月
24
日
に

町
内
を
通
る
名
神
高
速
道

路
に
安
八
ス
マ
ー
ト
IC
が

完
成
、
供
用
開
始
と
な
り

ま
し
た
。
長
い
年
月
と
経

費
は
か
か
り
ま
し
た
が
、

豊
か
な
基
盤
を
再
び
築
き

上
げ
る
た
め
の
「
夢
へ
の

懸
け
橋
」
を
手
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

再
び
ま
ち
づ
く
り
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
な
ら
、
安
八

ス
マ
ー
ト
IC
周
辺
の
市
街

化
拡
大
、
企
業
誘
致
、
水

道
事
業
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
整
備
、
強
化
、
認
定

こ
ど
も
園
の
統
合
な
ど
を

進
め
、
第
五
次
総
合
計
画

の
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ

る
「
社
会
経
済
情
勢
に
左

右
さ
れ
な
い
、
落
ち
着
い

た
ス
リ
ム
で
足
腰
の
強
い

ま
ち
づ
く
り
」
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

苦
し
い
時
代
の
か
じ
取

り
と
覚
悟
し
て
こ
の
職
に

就
い
て
約
８
年
、
安
八
町

に
と
っ
て
も
、
今
が
ま
さ

に
正
念
場
で
す
。
全
身
全

霊
を
懸
け
て
ま
ち
づ
く
り

を
担
い
、
先
人
が
築
い
て

こ
ら
れ
た
豊
か
な
町
を
若

者
や
子
ど
も
た
ち
に
つ
な

い
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

回
答

ここが聞きたい

大
おおひら

平 文
ふ み お

雄

質
問

平
成
27
年
４
月
、

８
年
間
に
及
ぶ

「
安
八
町
第
五
次
総
合
計

画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

く
し
く
も
堀
町
政
は
、
ほ

ぼ
同
時
期
に
２
期
目
が
ス

タ
ー
ト
し
、
平
成
31
年
３

月
で
前
期
４
年
間
が
終
了

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
間
、
大
手
企
業
の

撤
退
に
よ
り
疲
弊
し
た
町

財
政
の
立
て
直
し
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
に
至
る

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

堀
町
長
の
３
期
目
に
向
け

て
の
意
欲
は

町
民
か
ら
の
信
託
が
あ
れ

ば
、
引
き
続
き
担に

な

わ
せ
て

い
た
だ
き
た
い

[

町
長]

A N P A C H I

一 般 質 問ここが聞きたい　

水道配水場施設内部の工事状況
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A N P A C H I

一 般 質 問

下
42
市
町
村
の
平
均
は

５
・
８
%
に
対
し
、
当
町

は
悪
い
方
か
ら
６
番
目
の

自
治
体
で
12
・
２
%
と
高

く
、
こ
こ
数
年
高
い
値
で

推
移
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
に
向
か
っ

て
示
す
「
将
来
負
担
比

率
」
で
は
、
県
下
で
当
町

は
悪
い
方
か
ら
2
番
目
、

97
・
２
%
で
、
当
町
の
財

政
は
将
来
も
大
変
厳
し
い

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

基
金
残
高
（
目
的
の
た

め
に
資
金
を
積
み
立
て
て

使
う
町
の
貯
金
）
は
、
平

成
27
年
度
は
約
6
億
５
０

０
０
万
円
あ
っ
た
も
の
が
、

平
成
28
年
度
に
は
約
5
億

円
に
減
り
、
平
成
29
年
度

に
は
約
2
億
４
０
０
０
万

円
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
平
成
29
年
度
末
の

借
金
は
約
１
３
４
億
円
あ

り
ま
す
。
う
ち
約
64
億
円

が
下
水
道
の
借
金
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
す

か
ら
、
町
の
「
経
常
収
支

比
率
」
は
臨
時
財
政
対
策

債
を
含
め
て
84
・
２
%
と

高
く
、
町
が
新
し
い
事
業

を
し
た
り
、
積
極
的
か
つ

多
額
の
投
資
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
財
政
力
指
数
」

を
み
て
も
、
こ
こ
3
年
間

は
０
・
63
と
低
く
、
留
保

す
る
財
源
が
少
な
い
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
財
政
難
の
中
、

当
町
を
ど
の
よ
う
な
方
向

に
向
か
わ
せ
よ
う
と
お
考

え
で
す
か
。

回
答

本
町
の
財
政
状
況

は
ど
の
数
値
を
み

て
も
、
非
常
に
厳
し
い
状

況
で
す
。
こ
れ
を
好
転
す

る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
IC
周

辺
の
土
地
利
用
を
見
直
し
、

企
業
誘
致
を
メ
イ
ン
に
し
、

観
光
・
産
業
の
発
展
、
そ

し
て
町
の
活
性
化
へ
つ
な

げ
、
『
若
者
や
子
ど
も
た

ち
を
優
し
く
包ほ

う

摂せ
つ

（
受
け

入
れ
て
守
る
こ
と
）
す
る

ま
ち
づ
く
り
』
の
実
現
に

向
け
、
努
力
し
続
け
ま
す
。  

質
問
平
成
31
年
度
予
算

は
、
ど
の
よ
う
な

事
業
を
主
に
取
り
組
む
予

定
で
す
か
。

  　

  

基
本
的
に
は
こ
れ

ま
で
の
事
業
を
継

続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

具
体
的
に
は

①
早
期
の
健
全
な
行
財
政

が
運
営
で
き
る
土
台
づ
く

り
の
整
備
（
経
常
的
経
費

の
削
減
な
ど
）
。

②
土
地
利
用
の
見
直
し
で

企
業
誘
致
の
初
年
度
に
し

た
い
。

③
ス
マ
ー
ト
IC
入
口
道
路

（
ア
ク
セ
ス
道
路
）
の
長

良
川
堤
防
へ
の
接
続
工
事

で
町
内
の
交
通
量
の
減
少

を
図
り
、
よ
り
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

④
新
年
度
か
ら
6
保
育
園

が
「
認
定
こ
ど
も
園
」
に

移
行
し
ま
す
。
エ
ア
コ
ン

の
設
置
な
ど
の
調
査
、
検

討
を
進
め
ま
す
。

⑤
水
道
配
水
場
の
更
新
工

事
も
継
続
し
て
進
め
、
災

害
に
強
い
水
道
設
備
を
目

指
す
な
ど
、
強
い
信
念
と

危
機
感
を
持
ち
、
行
財
政

運
営
に
努
め
ま
す
。

回
答

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

　
　

 

平
成
19
年
度
予
算

か
ら
公
表
が
義
務

付
け
ら
れ
た
、
自
治
体
財

政
に
関
す
る
「
健
全
化
判

断
比
率
」
の
4
つ
の
指
標

が
、
9
月
の
議
会
全
員
協

議
会
と
広
報
あ
ん
ぱ
ち
で

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
表
さ
れ
た
「
実
質
公

債
費
比
率
」
、
こ
れ
は
一

般
会
計
が
負
担
す
る
借
金

の
比
率
を
い
い
ま
す
。
県

質
問

岩
いわ

田
た

 讓
じょうじ

治

ど
う
組
む　

31
年
度
予
算

企
業
誘
致
の
初
年
度
に

し
た
い

[

町
長]

県道間アクセス道路の工事（中地内）
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ここが聞きたい

西
にしまつ

松 幸
さ ち こ

子
こ
ど
も
園
に
移
行
す
る
の

で
、
円
滑
に
進
む
よ
う
に

体
制
の
整
備
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

質
問

「
少
子
化
」
や

「
人
口
減
少
」
対

策
と
し
て
「
子
ど
も
の
医

療
費
助
成
」
を
高
校
生
世

代
ま
で
拡
大
す
べ
き
と
毎

年
提
案
し
続
け
て
い
ま
す
。

早
急
に
実
現
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

  　

  

移
住
、
定
住
対
策

な
ど
と
総
合
的
に

検
討
し
ま
す
。　
　
　
　

質
問

「
人
口
減
少
」
対

策
と
し
て
の
「
移

住
や
定
住
」
に
つ
な
が
る

新
た
な
施
策
は
お
考
え
で

す
か
。

回
答

こ
れ
ま
で
の
施
策

を
継
続
し
、
特
に

雇
用
の
場
を
確
保
す
る
こ

と
が
、
移
住
、
定
住
に
大

き
な
効
果
が
期
待
で
き
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
企
業
誘
致
を
最
優
先

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

再
質
問

財
政
状
況
が
厳

し
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
も
っ
と
斬
新
な
発

想
の
も
と
に
移
住
、
定
住

に
つ
な
が
る
医
療
費
助
成

を
拡
大
す
べ
き
で
す
。
近

隣
市
町
は
実
施
し
て
い
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

い
つ
に
な
っ
た
ら
実
現
す

る
の
か
と
厳
し
い
声
を
聞

き
ま
す
。
子
育
て
世
帯
は

支
援
の
手
厚
い
他
市
町
村

へ
定
住
を
考
え
る
の
で
は

な
い
で
す
か
。

回
答

健
全
化
判
断
比
率

が
悪
化
し
な
い
よ

う
に
財
源
を
確
保
し
、
実

施
で
き
る
よ
う
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

回
答

　

安
倍
政
権
は
、
介
護
制

度
の
切
り
下
げ
や
医
療
費

の
負
担
増
な
ど
国
民
が
最

も
切
望
す
る
社
会
保
障
の

多
く
の
分
野
で
施
策
を
後

退
さ
せ
、
こ
う
し
た
政
治

に
自
治
体
が
ど
う
立
ち
向

か
う
か
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
新
年
度
予
算
の
編
成

作
業
に
つ
い
て
、
３
点
伺

い
ま
す
。予

算
編
成
に
臨
む

町
長
の
基
本
的
姿

勢
は
い
か
な
る
も
の
で
す

か
。
住
民
が
望
む
福
祉
と

く
ら
し
、
教
育
な
ど
の
施

策
の
充
実
に
ど
う
臨
ま
れ

ま
す
か
。

回
答

財
政
状
況
は
極
め

て
厳
し
く
、
新
年

度
か
ら
保
育
事
業
が
認
定

質
問

質
問

Q U E S T I O N

回
答

A N S W E R

ここが聞きたい

住民の福祉、くらし優先の予算編成と
　「子育て支援」の拡充を

[ 町長 ]
保育環境の充実につとめます

 

質
問
ひ
き
こ
も
り
の
人

は
全
国
で
１
０
０

万
人
い
る
と
も
い
わ
れ
、

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
当
事
者
や
家

族
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
相

談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
状
態
が
続
い
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

当
町
に
は
介
護
す
る
方
た

ち
が
集
え
る
場
が
あ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
支
援
に

つ
い
て
、
ま
ず
は
悩
み
を

話
せ
る
場
所
づ
く
り
か
ら

取
り
組
ん
で
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

  　

  

当
町
の
取
り
組
み

と
し
て
臨
床
心
理

士
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
相

談
日
」
を
毎
月
第
１
月
曜

日
に
開
催
し
、
「
こ
こ
ろ

の
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

を
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設

け
て
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
家
族
の
方

の
意
向
が
あ
れ
ば
、
行
政

と
し
て
も
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

回
答

質
問

Q U E S T I O N

ひ
き
こ
も
り
の
支
援
は

回
答

A N S W E R

相
談
日
や
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
を
設
け
て
い
ま
す[

福
祉
課
長]

岐阜県ひきこもり支援ガイドブック
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第
五
次
総
合
計
画

が
平
成
27
年
度
ス

タ
ー
ト
し
て
今
年
で
４
年

目
、
前
期
基
本
計
画
を
総

括
し
、
後
期
基
本
計
画
を

策
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
総
合
計

画
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、

計
画
期
間
の
中
間
点
と
な

る
新
年
度
の
当
初
予
算
編

成
方
針
と
重
点
施
策
に
つ

い
て
、
町
長
に
お
尋
ね
し

ま
す
。  　

 　
　
　

 　

新
年
度
の
予
算
編

成
は
財
源
が
逼ひ

っ
ぱ
く迫

し
て
お
り
、
健
全
財
政
の

確
立
・
堅
持
を
基
本
と
し
、

第
五
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
と
整
合
を
図
り
進

め
ま
す
。

　

県
道
間
ア
ク
セ
ス
道
路

の
整
備
、
通
学
路
の
整
備

な
ど
国
の
交
付
金
を
受
け

な
が
ら
計
画
的
に
整
備
し

ま
す
。
エ
ア
コ
ン
の
設
置

を
視
野
に
入
れ
た
「
認
定

こ
ど
も
園
」
へ
の
円
滑
な

移
行
や
、
「
子
育
て
支
援

計
画
」
の
策
定
を
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
安
八

温
泉
や
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
等
の
公
共
施
設
や
設

備
の
改
修
等
も
必
要
で
す
。

　

継
続
事
業
は
、
水
道
配

水
場
の
更
新
を
進
め
ま
す
。

財
政
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
公
共

施
設
の
在
り
方
、
町
有
財

産
の
活
用
な
ど
行
財
政
改

革
に
も
真
剣
に
取
り
組
み
、

強
固
な
行
財
政
基
盤
の
確

立
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

                  

前
期
基
本
計
画
の

進
捗
状
況
を
目
標

値
達
成
率
で
み
る
と
ど
ん

な
状
況
で
す
か
。

　

ま
た
、
後
期
基
本
計
画

の
策
定
方
法
と
今
後
の
進

め
方
は
。

回
答

前
期
基
本
計
画
の

進
捗
状
況
を
、
主

要
指
標
の
目
標
値
達
成
率

で
み
る
と
、
達
成
し
た
も

の
は
小
中
学
校
の
空
調
設

備
設
置
、
安
八
温
泉
介
護

予
防
教
室
回
数
、
下
水
道

接
続
率
、
自
主
防
災
訓
練

実
施
地
区
数
、
１
年
間
の

交
通
安
全
教
室
の
参
加
者

数
、
安
八
百
梅
園
の
年
間

来
園
者
数
等
で
す
。
達
成

が
困
難
な
も
の
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
登
録

者
数
や
防
災
行
政
無
線
普

及
割
合
等
で
あ
り
、
後
期

基
本
計
画
の
見
直
し
も
含

め
て
全
て
の
主
要
指
標
が

目
標
値
を
達
成
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

後
期
基
本
計
画
は
、
今

後
、
総
合
計
画
審
議
会
の

答
申
を
受
け
て
作
成
し
、

３
月
議
会
へ
上
程
し
ま
す
。

要
望
財
政
が
逼
拍
し
て

い
る
の
は
理
解
で

き
ま
す
が
、
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
知
恵
を

絞
っ
て
斬
新
で
大
胆
な
計

画
の
策
定
を
要
望
し
ま
す
。

回
答

新
年
度
予
算
編
成
方
針
と

重
点
施
策
は

健
全
財
政
の
確
立
・
堅
持

を
基
本
と
し
、
第
五
次
総

合
計
画
と
整
合
を
図
り
進

め
ま
す

［
町
長
］ 小

お

川
がわ

 文
ふみ

雄
お

認定こども園に移行する中央保育園

回
答

A N S W E R
質
問

Q U E S T I O N

質
問

Q U E S T I O N

第
五
次
総
の
進し
ん

捗ち
ょ
く

状
況
と

後
期
基
本
計
画
の
策
定
は

回
答

A N S W E R

基
本
計
画
を
見
直
し
、
目

標
値
達
成
を
図
り
ま
す

［
企
画
調
整
課
長
］

質
問

質
問

ここが聞きたい 一 般 質 問
A N P A C H I
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Ｑ．来園者から、「安八百梅園の梅の種類が１００種
　類以上あるが、梅の木に名札が付いていないため、
　梅の木の種類が分からないので、梅の木に名札を付
　けてほしい」という要望があった。
Ａ．最近では、安八百梅園に観光バスで来場される方
　が増えました。パンフレット等は配布していますが、
　梅の木に名札をつける件は今後の課題です。

Ｑ．今回で４回目の議会報告会ですが、回数を重ねるごとに参加者が減り、参加者は固定化し
　つつあります。在り方の工夫が望まれます。
Ａ．議会改革特別委員会で協議していますが、継続しながら報告の仕方を模索します。

Ｑ．牧小学校では雨漏りが続いています。朝一番に来た先生がこの雨漏りの処理をするのが雨
　の日の仕事になっているとか。本来の先生の仕事は教えることです。何とかならないですか。
Ａ．以前、結小学校でも雨漏りがありました。財政は厳しいですが、計画的なメンテナンスを
　しないと将来的にもっと多くの費用が必要になると思います。
　　早急に修理するよう働きかけます。
※学校の雨漏りの問題については、昨年１２月に防水改修工事を発注し、対応しました。

Ｑ．他の公共交通機関と比較すると、安八・穂積線のバス運賃が高いです。対応をお願いした
　いです。
Ａ．運賃は１７０円～５５０円です。安八・穂積線に対して、安八町と瑞穂市で補助をしてい
　ます。運賃を安くすれば、自治体の負担が増えます。

安八百梅園で梅を楽しむ来場者の皆さん

【 安 八・穂 積 線 の バ ス 運 賃 】

【 町 施 設 の 計 画 的 な メ ン テ ナ ン ス を 】

【 安 八 百 梅 園 の 梅 の 種 類 】

～ 議会報告会 質疑応答 ～ その３

（注）※印は、町執行部より回答を受けたものです。

【 議 会 報 告 会 の 在 り 方 の 再 工 夫 】
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［常任委員会審査報告］
認定こども園に移行すると保育料はどうなるの・・・ 5

［一般質問］４人の議員が質問
堀町長の３期目に向けての意欲は・・・・・・・・・・ 7

［町民インタビュー］
“盆栽は「生きた芸術」と”　　國

くに

枝
えだ

  昌
まさひろ

宏  さん・・・・・ 12

あ
ん

ぱ
ち

 議
会

だ
よ

り
　

発
行

責
任

者
：

議
長

　
古

澤
榮

一
　

編
集

：
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
　

〒
503-0198 岐

阜
県

安
八

郡
安

八
町

氷
取

161

「
あ

ん
ぱ

ち
 議

会
だ

よ
り

」
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

本
紙

に
個

人
の

顔
写

真
・

氏
名

な
ど

を
掲

載
す

る
場

合
に

は
あ

ら
か

じ
め

本
人

ま
た

は
保

護
者

か
ら

の
了

解
を

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。

TEL

0584-64-5011FAX
E-mailでも受け付けています。
gikai@town.anpachi.gifu.jp

 議会事務局直通　　　　
0584-64-4931　

　

ハ
ー
ト
ピ
ア
安
八
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
昨
年
の
６
月
、
『
盆
栽

と
鉢
植
え
の
展
示
会
』
を
開
催

さ
れ
、
「
大
勢
の
来
場
者
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

生
き
生
き
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
― 

盆
栽
を
始
め
ら
れ
た

き
っ
か
け
は
。

國
枝
さ
ん　

知
人
か
ら
２
鉢
も

ら
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
38
才

か
ら
始
め
ま
し
た
。

―
― 

盆
栽
の
手
入
れ
の
ポ
イ

ン
ト
は
。

國
枝
さ
ん　

水
や
り
３
年
と
い

い
ま
す
が
、
こ
れ
が
一
番
で
す
。

自
分
流
の
型
を
持
ち
、
こ
れ
に

向
か
い
手
入
れ
を
す
る
こ
と
で

す
。

―
― 

盆
栽
の
魅
力
は
。

國
枝
さ
ん　

以
前
に
、
友
人
所

有
の
山
に
出
か
け
、
採
取
し
た

ツ
バ
キ
や
松
の
苗
等
を
大
切
に

育
て
、
将
来
の
樹
形
に
向
か
っ

て
整せ

い

枝し

・
剪せ
ん
て
い定
を
繰
り
返
し
、

理
想
の
盆
栽
に
な
る
よ
う
作
業

す
る
時
間
で
す
。
魅
力
は
尽
き

な
い
で
す
よ
。

―
― 

現
在
の
会
の
活
動
は
。

國
枝
さ
ん　

年
に
6
回
集
ま
り
、

勉
強
会
や
展
示
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
個
性
あ
る
盆
栽
づ
く

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

―
― 

上
達
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

國
枝
さ
ん　

毎
日
、
朝
起
き
た

ら
観
る
こ
と
で
す
。
パ
ッ
と
観

て
形
を
整
え
る
こ
と
で
す
。

―
― 

会
を
運
営
す
る
中
で
の

苦
労
話
は
。

國
枝
さ
ん　

今
は
８
人
で
高
齢

化
し
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
ら
な
い
こ
と
で

す
。

―
― 

今
後
の
会
の
活
動
は
。

國
枝
さ
ん　

自
然
樹
木
の
巨
木

感
・
優
雅
さ
・
わ
び
さ
び
を
感

じ
る
個
性
あ
る
盆
栽
作
り
を
夢

見
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

で
す
。

紙面の都合上、全議論を掲載で
きませんので、抜粋しています。

住
民
参
加
企
画

丹精こめてつくられた國枝さん自慢の盆栽

万が一に備えての消火器訓練

　　安八郡３町
　　議会議員研修会
10月26日(金)、安八郡内の町議
会 議 員 が 岐 阜 県 広 域 防 災 セ ン
ターで、防災備蓄館の見学、煙
体験、地震体験等を行いました。

◆◆◆  編  集  後  記  ◆◆◆
　今年は統一地方選挙の年。春
には県議会議員選挙と町長選挙、
夏には参議院議員選挙、そして
秋には町議会議員選挙と続きま
す。町、県、国政に参加できる
選挙の投票率は年ごとに下がっ
ているように思われます。ぜひ
投票にお出かけください。政治
への無関心が政治離れの原因の
ように感じています。私たちは、
この議会だよりを通じて議会の
内容を分かりやすく、身近なも
のに感じていただけるよう町民
の皆さまにお伝えするのが使命
だと考えています。編集委員５
人、常に前向きな姿勢で編集作
業に取り組んでいます。今後と
もご指導いただきますようお願
いします。　　　（岩田   讓治）

◆◆◆  編  集  委  員 ◆◆◆
　　委員長　　岩田   讓治
　　副委員長　西松   幸子　　
　　委員　　　小川   文雄
　　　　　　　安井   忠　　　
　　　　　　　碓井   昭夫

76

議会の傍聴にお越しください。
次回の議会定例会は、３月です。
日程は、安八町広報紙、広報
無線でお知らせします。

聞き手／岩田　讓治
西松　幸子

 　　　　安井 　忠

盆栽の手入れをしている國枝さん

題字：岩見  幸歩 さん（P.12参照）

2019
 ２

表紙の題字「あんぱち」は

結小６年 岩
い わ

見
み

幸
さ

歩
ほ

 さん
　　　　　　　の作品です

　安八町盆栽クラブ会長

［西結五和野地区］

國
く に

枝
え だ

 昌
ま さ

宏
ひ ろ

さん

盆栽とともに四季折々を体で感じ、季節
の移り変わりに従って、その「美」の表
情を変える“生きた芸術です”と國枝さん
にお話を聞きました。　　（１月１１日）
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